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平成 23 年４月４日 

   国土交通省国土技術政策総合研究所 

独立行政法人建築研究所 

 

平成 23 年東北地方太平洋沖地震による建築物被害第一次調査 

 白河市、須賀川市、仙台市におけるＲＣ造、Ｓ造、非構造部材を中心とした 

建築物被害調査（速報） 

 

１．調査目的 

 RC 造、S 造、非構造部材の地震動による被害の特徴を分類するために、これまでの福島県

二本松市、郡山市、福島市および茨城県日立市、鉾田市、笠間市の調査 1)および 2)に加え、震度

６強が記録された白河市、須賀川市、仙台市において建築物の振動的被害を中心に被害概要

を調査する。なお、仙台市では震度６強が観測されたのは宮城野区であるが、応急危険度判

定の結果 RC 造や S 造について危険の判定が他の区に比べて多かった青葉区と若林区も調査

対象地域とした。 

 

２．調査者 

国土交通省国土技術政策総合研究所  深井敦夫、石原直 

独立行政法人建築研究所       福山洋、諏訪田晴彦、壁谷澤寿一 

 

３．調査日程 

3 月 24 日（木） 

7:20  つくば市内発 

10:00  白河市役所にて情報収集の後、市役所周辺市街地の被害概要調査 

12:30  須賀川市役所周辺市街地の被害概要調査 

14:30  K-NET 観測点の確認 

17:20  仙台市青葉区内にて学校建築物の被害概要調査 

18:20  東北地方整備局にて情報収集 

20:30  調査終了、仙台市内発 

21:30  宿泊地（白石市内）着 

3 月 25 日（金） 

8:30  白石市内発 

9:30  仙台市青葉区役所周辺の被害概要調査 

10:00  青葉区役所街並み形成課にて情報収集 

11:00  青葉区内市街地の被害概要調査 

13:30  仙台駅周辺部の被害概要調査 

15:30  青葉区内の集合住宅の被害概要調査 
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19:00  現地調査終了、仙台市出発へ移動 

20:00  宿泊地（白石市内）着 

3 月 26 日（土） 

8:00   白石市内発 

9:00   仙台市若林区卸町の被害概要調査 

11:20    若林区 大和町、宮城野区福室、扇町等の被害概要調査 

14:30   K-NET 観測点の確認、調査を終了しつくばへ移動 

19:00   つくば市内着、全行程終了 

 

４．調査結果概要 

４－１．白河市 

白河市役所にて被害状況を聴取した。3 月 20 日時点で住家の全壊は 22 棟、非住家の全壊は 34
棟であった。3 月 14 日から応急危険度判定を実施し、「危険（赤）」の判定は 155 棟に上る。特に

造成地で、擁壁がくずれる等の被害が大きいとのことであった。鉄筋コンクリート造（RC 造）

壁式構造 4 階建ての集合住宅 A1 では 2 棟が若干傾き、その内 1 棟は立ち入り禁止としていると

の情報も得た。 

 

（１）市役所周辺の被害 

 市役所周辺の被害状況を徒歩で調査した。この地域では建築物に設置された煙突が多く、亀裂

やひび割れが生じたものがあった（写真 1, 2）。また土蔵も多く見られ、壁面等がくずれているも

のがあった（写真 3, 4）。周辺の住宅等には大きな被害はないようであったが、被災したため解体

中のブロック塀（写真 5）や倒壊したままの石塀（写真 6）が確認された。また鉄骨造の渡り廊下

で、仕上げのモルタル壁が剥落しているものがあった（写真 7）。近くの墓地では石灯籠や石でで

きた柵が転倒していたが、墓石（写真 8）の転倒はほとんど確認できなかった。 

 

   
写真 1 亀裂の入った煙突の上部を解体中    写真 2 煙突の曲げひび割れ 
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写真 3 土蔵の被害      写真 4 土蔵の被害 

  
写真 5 被災したブロック塀（解体中）       写真 6 石塀の倒壊 

  
写真 7 鉄骨造渡り廊下のモルタル壁の剥落  写真 8 墓石（転倒はほとんど見られない） 

 

（２）集合住宅 A1 

 6 棟からなる集合住宅 A1 は、応急危険度判定で a 棟が危険と判定されていた。a 棟は全体が沈

み込んでおり、桁行き方向に傾きが見られた（写真 9, 10）。沈み込みの大きい妻面では 1 階のベ

ランダが地面と接する状態となっていた（写真 11）。沈下のない別の棟で地面から 1 階ベランダ

下端までの高さを測ると 77cm 程度であった。a 棟の北側を走る道路でも、歩道に著しい沈下が

確認された（写真 12）。b 棟ではまだ応急危険度判定がされていないが，周辺地盤が沈み込み、張

間方向に若干の傾きが生じていた（写真 13, 14）。 
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  写真 9 a 棟外観    写真 10 a 棟外観（沈み込みの小さい妻面側から見る） 

  
写真 11 a 棟（沈み込みの大きい妻面）     写真 12 歩道の沈下 

  
写真 13 b 棟    写真 14 b 棟 

（３）ホテル A2 

 移動の経路に被害の目立つホテルがあったため、調査を行った。白河市役所から西に 1km ほど

離れたところにある、RC 造（一部鉄骨鉄筋コンクリート造（SRC 造））と鉄骨造の 2 棟からなる

ホテルである（写真 15, 16）。ホテルとして営業はしていないが、一部の店舗は使われているよう

に見受けられた。RC 造の棟ではエントランス部で壁や SRC 造の柱脚の損傷（写真 17, 18）、天

井の落下（写真 19）等が生じていた。鉄骨造の棟では外壁仕上げの落下（写真 20, 21）等が見ら

れた。なお、SRC 造の柱脚部は露出柱脚で、ベースプレートのアンカーボルトが抜け出している

（写真 18）。そのため、ベースプレートの断面にひずみが集中し主筋が大きく伸ばされ、軸方向

の繰り返し荷重により座屈したものと考えられる。ホテルの周辺では、隣接する建築物で ALC パ

ネルの落下が見られた（写真 22, 23）ほか、倒壊したブロック塀や石塀も確認された（写真 24, 25）。 
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写真 15  RC 造（一部 SRC）の棟   写真 16 鉄骨造の棟  

  
写真 17 壁及び SRC 柱脚の損傷   写真 18 SRC 柱脚部の損傷 

     
写真 19 天井の落下  写真 20 外壁仕上げの落下    写真 21 落下した外壁の仕上げ 

   
写真 22 ALC パネルの落下  写真 23 ALC パネルの落下 
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写真 24 ブロック塀の倒壊 

 

 
写真 25 石塀の倒壊 

 

（４）まとめ 

 気象庁の発表によれば、平成 23 年東北地方太平洋沖地震（2011 年 3 月 11 日 14 時 46 分）に

よる白河市の震度は市役所の西方約 2km 弱の新白河（K-NET 観測点）で震度 6 強、市役所のあ

る八幡小路で震度 5 強であった。現地調査により、市役所周辺での土蔵等の被害、造成地の地盤

の影響と考えられる集合住宅の沈下・傾斜、RC 造（一部 SRC 造）の壁及び柱脚の損傷等を確認

したが、震度の大きさに比べて建築物の構造的な被害は全般的に少ない印象であった。なお、た

とえ3階建て程度であっても高所から重量の大きいALCパネル等の外装材が落下することは極め

て危険性が高いため、外装材ひいては非構造部材についても耐震的な配慮や落下防止(フェールセ

ーフ)の措置を講じることが望まれる。 
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４－２．須賀川市の被害概要調査（3 月 24 日調査分） 

震度６強を観測した、須賀川市中心部の被害概要の調査を行った。震度計は須賀川市役所の構

内（の独立基礎の上）に設置されている（写真 26）ことから、市役所の近辺を調査地域とした。

なお、須賀川市の応急危険度判定の結果「危険（赤）」と判定されたものは、RC 造で 25 棟、鉄

骨造で 51 棟である。 

（１）須賀川市役所 

RC 造 4 階建て、1970 年竣工の建築物で、耐震補強は行なわれていない（写真 27）。1 階の腰

壁が取り付く柱１本が大きくせん断破壊し軸方向に縮んでいる（写真 28）。柱主筋は丸鋼で、外

側からの見つけ面では基礎から８本立ち上がっているが、そのうち３本は柱の中央部より柱せい

程度上がったところで 180 度フックにより定着されている。この部分を起点にせん断ひび割れが

生じており（写真 29）、いわゆる段落とし部に起因するせん断破壊であると思われる。また、上

階の柱にも顕著なせん断ひび割れ（写真 30）が確認されたほか、非構造壁も大きく損傷（写真 31）
している。さらに、写真 28 の柱のそばにある渡り廊下にも損傷が見られる（写真 32）。地震によ

り構造躯体等に大きな損傷が生じたため、現在は立ち入り禁止の措置が取られ、市役所機能は隣

接する体育館に移転されていた。 

 

   

写真 26 震度計の設置状況          写真 27  市役所外観 

   
写真 28 １階柱のせん断破壊   写真 29 主筋段落とし部を  写真 30 2 階柱のせん断 

起点としたせん断破壊の状況 ひびわれ 
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写真 31 非構造壁の損傷         写真 32 渡り廊下の損傷 

 

（２）須賀川市役所周辺の被害概要 

須賀川市役所周辺の建築物を対象に、地震動による被害の概要を調査した。この地域は、須賀

川市の中でも特に被害が集中しているが、昔、須賀川城の堀があった地域と一致している（写真

33）。城跡には二階堂神社が祭られている 3）が、石碑が倒壊し、土塁が一部崩壊している（写真

34）。 

   
写真 33 須賀川城と今回の調査範囲 4）   写真 34 須賀川城址の二階堂神社 

 

・B1 ビル 

3 階建ての RC 造建築物で、１階柱頭の曲げひび割れ、柱脚のかぶりコンクリートの剥落、非

構造壁のひび割れなどが見られた（写真 35, 36）。 

    
写真 35 建物外観      写真 36 柱脚部の損傷 

今回の調査範囲

現市役所の位置 
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・B2 ビル 

3 階建ての RC 造建築物で、1 階は店舗のため道路側は壁が少なく 2 階以上は壁が多い（写真

37）。また、1 階の背面側は壁が多い構造となっている。交差点側の隅柱が大きく破壊し（写真

38）、軸力支持能力を失って２階以上が落階している。剛性の不連続と偏心の影響が考えられる。 

 

   
写真 37 １階の層崩壊          写真 38 隅柱の崩壊 

 

・B3 ビル 

8 階建ての RC 造ホテル建築物（写真 39）。非構造壁に窓開口隅角部を結ぶせん断ひび割れが生

じている（写真 40）。 

 

   
写真 39 建物外観     写真 40 非構造壁のせん断ひび割れ 

 

・B4 ビル 

10 階建ての RC 造建築物で、妻面の 1、2 階は壁が抜けている構造である（写真 41, 42）。その

連層壁の 3 階部分に曲げせん断ひび割れが、また桁行き方向の非構造壁にせん断ひび割れが生じ

ている（写真 43） 
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写真 41 建物外観 1       写真 42 建物外観 2    写真 43 非構造壁のせん断 

（3 階壁にせん断ひび割れ）                 ひび割れ 

 

・B5 ビル  

5 階建ての RC 造建築物。外壁が損傷し、コンクリート片やタイルが落下する危険性があるた

め、応急危険度判定で危険と判定されている（写真 44）。また、1 階ではガラスの割れも見られる。 

 

 
写真 44 外壁の損傷、タイルの落下 

 

・B6 ビル 

4 階建ての RC 造建築物（写真 45）。1 階の柱が中央部で大きく破壊し、主筋が座屈している。

この柱の主筋は丸鋼で、基礎から立ち上がった主筋の過半が柱の中央部付近で 180 度フックによ

り定着されている。この段落とし部が起点となり、せん断破壊したものと考えられる（写真 46, 47）。
また、２階の垂れ壁と腰壁が取り付く短柱がせん断破壊し、軸方向に縮んでいる（写真 48）。 
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写真 45 建物外観    写真 46 1 階柱のせん断破壊  写真 47 柱段落とし部詳細 

   
写真 48 2 階の短柱のせん断破壊 

 

・B7 ビル 

3 階建ての RC 造建築物（写真 49）。腰壁、垂れ壁が取り付く 1 階の袖壁付き柱がせん断破壊し

ている。また、ドア開口横の非構造壁にもせん断ひび割れが発生している（写真 50）。  

 

   
     写真 49 建物外観        写真 50 袖壁付き短柱のせん断破壊 

および非構造壁のせん断ひび割れ 
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・集合住宅 B8 

7 階建ての RC 造集合住宅（写真 51）。1 階の玄関横の非構造壁にせん断ひび割れが、また妻側

の連層壁にもせん断ひび割れが生じている（写真 52）。 

   
写真 51 建物外観     写真 52 玄関横の非構造壁のせん断ひび割れ 

 

・B9 ビル 

2007 年竣工の 5 階建て RC 造建築物（写真 53）。縦開口を有する階段室の連層壁に、開口隅角

部を結ぶ大きなせん断ひび割れが生じている（写真 54）。また、1 階の袖壁脚部のコンクリートが

剥落し、壁縦筋が座屈している（写真 55）。2 階の袖壁脚部にも損傷が見られ、そこから打ち継ぎ

部に沿って水平のひび割れが生じている（写真 56）。 

   
写真 53 建物外観   写真 54 壁の縦開口隅角部を結ぶせん断ひびわれ 

        
写真 55 1 階袖壁脚部のコンクリートの剥落   写真 56 2 階袖壁脚部の損傷と 

と壁筋の座屈                  打ち継ぎ部の水平ひび割れ 
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・B10 ビル 

2 階建てのコンクリートブロック造建築物で、1 階が層崩壊している（写真 57～58）。 

   
写真 57 建物概観外観           写真 58 崩壊部分 

 

・鉄骨造建物の被害概要 

この地域の鉄骨造建築物の被害としては、写真 59, 60 のような帳壁の脱落が多数見られた。 

    
写真 59 帳壁の脱落 1        写真 60 帳壁の脱落 2 

 

・その他 

 コンクリートブロック塀の倒壊（写真 61）や、道路の地盤変状（写真 62）が多数確認された。 

   
写真 61 コンクリートブロック塀の倒壊      写真 62 道路の地盤変状 
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・K-NET 地震計の設置確認 

K-NET 須賀川の地震計は、市役所から約 500m 離れた須賀川市八幡山の斎場付近に設置されて

いることを確認した（写真 63）。なお、この周辺の建築物には大きな構造的被害は確認されなか

った。 

 

 
写真 63 K-NET 須賀川 

 

（３）まとめ（須賀川市の被害概要） 

 須賀川市役所周辺の RC 造と鉄骨造建築物および非構造部材を中心に調査を行った。その結果、

RC 造では柱のせん断破壊や非構造壁のせん断ひび割れが、鉄骨造では帳壁の脱落が多く見られ

た。須賀川市役所周辺の被害は、他の市の市街地や須賀川市の他の地域と比べて大きく、集中し

ているように感じられた。この地域はちょうど須賀川城の本丸を囲む堀があったところであり、

比較的軟弱な地盤であることがその理由として考えられる。 
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４－３．仙台市青葉区の被害概要調査（3 月 24 日、25 日調査分） 

青葉区役所建設部街並み形成課にて、建築物の被害概要および個々の建築物の被害について情

報収集を行った。応急危険度判定は日本建築構造技術者協会の支援を受けて実施され、3 月 23 日

までの結果は、「危険（赤）」が RC 造で 18 棟、S 造で 34 棟ある。そのほとんどが外装材等の落

下の危険性が存在するというものであった。なお、応急危険度判定は、10 階建て以下かつ 30m
以下のものに限って行われている。また、集合住宅の玄関回りの非構造壁の被害が多く見られる

との情報や、10F 建て集合住宅の室内にある電気温水器が、内壁を突き破って飛び出し転倒した

事例があるという情報も得られた。 

 

（１）青葉区内市街地での建築物被害調査（3 月 25 日調査分） 

応急危険度の「危険（赤）」の判定を受けた建築物を中心に、区役所から仙台駅の間の中心市街

地の全体的な被害の概要について調査した。 

 

・鉄骨柱脚の破壊、ブレースの座屈 

鉄骨造 2 階建自走式駐車場の 1 階で柱脚部ベースプレート下のコンクリートの破壊（写真 64）
およびブレース(□-100)の座屈（写真 65）が見られた。 

 

    
 写真 64 鉄骨造柱脚部の損傷   写真 65 鉄骨造ブレースの座屈 

 

・RC 柱のせん断ひび割れと非構造壁のせん断ひび割れ 

写真 66 の左側の RC 造の柱は、せん断ひび割れが生じ、かぶりコンクリートが剥落してせん断

補強筋が露出している。また、右側の方立て壁はせん断破壊している。 
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写真 66 RC 造柱および非構造壁の損傷 

 

・外装材の脱落 

8 階建て建築物の上層階の ALC パネルの脱落が見られた（写真 67, 68）。他の部分にも落下の

危険性が残っているらしく、建築物の周囲は立ち入りが規制されていた。 

 

   
写真 67 外装材の脱落    写真 68 落下した ALC パネル 

 

・タイルの剥落 

外壁のタイルの剥落が生じた建築物が多数見られた（写真 69, 70）。 

 

   
写真 69 外壁タイルの剥落    写真 70 外壁タイルの剥落 
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・ガラスの割れおよび落下 

エレベータ回りのガラスの落下（写真 71）や店舗のガラスの割れ（写真 72）など、ガラスの

損傷が多数見られた。 

       
写真 71 エレベータ回りのガラスの落下    写真 72 ガラスの割れ 

 

・RC 壁のかぶりの剥落 

RC 造建物の鉄骨造外階段の手すりとの接続部において、手すりをアンカーした部分のかぶり

コンクリートが損傷し剥落している（写真 73）。 

 
写真 73 鉄骨造外階段手すりとの接続部の損傷 

 

・屋上施設等の被害 

ペントハウスが損傷し、傾斜した建物が複数見られた（写真 74）。 

 
写真 74 ペントハウスの傾斜 
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・地盤変状 

地盤変状による道路や歩道の通行への影響も多く見られた（写真 75）。 

 

  
写真 75 地盤変状 

 

（２）仙台市青葉区内の集合住宅の建築物被害調査（3 月 25 日調査分） 

 青葉区内の６棟の集合住宅について、被害の概要調査を行った。 

 

・集合住宅 C1（RC 造 8 階建て、1972 年竣工、応急危険度判定結果 調査済み） 

1972 年に建設された 8 階建ての RC 造板状集合住宅で、張り間方向は 1 スパン、桁行き方向は

8 スパンである（写真 76）。低層階から高層階にいたるまで、玄関回りの非構造壁（方立て壁）に

せん断破壊が確認された（写真 77）。1 階の張り間方向は、9 構面のうち中央部の 5 構面が連続し

て下階壁抜けとなるピロティ構造であるが、大きな損傷はなく、桁行き方向の梁端に曲げひび割

れが見られるという状況であった。 

 

   
写真 76 建物外観        写真 77 非構造壁のせん断破壊 

 

・集合住宅 C2（SRC 造 12 階建て、1981 年竣工） 

1981 年に建設された 12 階建て SRC 造板状集合住宅である（写真 78）。短スパンとなった間柱

にせん断破壊が確認された（写真 79）。また、タイルの剥落も多く見られた。 
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   写真 78 建物外観    写真 79 短スパンの間柱のせん断破壊 

 

・集合住宅 C3（SRC 造 10 階建て、1975 年竣工、応急危険度判定結果 要注意） 

1975 年に建設されたロの字の平面形を有する 10 階建て SRC 造集合住宅である（写真 80）。2
階から 9 階まで玄関ドア回りの非構造壁に開口隅角部を結ぶ大きなせん断ひび割れ等の損傷が確

認された（写真 81）。玄関が開かなくなり避難に支障を来したとのことであった。また、短スパ

ン梁のせん断ひび割れも確認された（写真 82）。 

   
写真 80 建物外観       写真 81 非構造壁のせん断ひび割れ 

 
写真 82 短スパン梁に生じたせん断ひび割れ 

 

・集合住宅 C4（SRC 造 10 建ておよび 15 階建て、 1986 年竣工） 

1986 年に建設された、くの字形の平面を有する 10 階建てと、それに直交する板状の 15 階建

ての 2 棟をエキスパンションジョイントで接続した SRC 造集合住宅である（写真 83）。低層階か
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ら高層階までの多くの非構造壁にせん断破壊が確認された（写真 84）。また、エキスパンション

ジョイント部にも損傷が見られた（写真 85）。 

   
写真 83 建物外観         写真 84 非構造壁のせん断破壊 

（損傷部分が養生されている） 

 
写真 85 エキスパンションジョイントの損傷 

 

・集合住宅 C5（RC 造 8 階建て、1988 年建設、応急危険度判定結果 調査済み） 

1988 年に建設された雁行型の平面形を有する 8 階建て RC 造集合住宅である（写真 86）。低層

階の玄関ドア回りの非構造壁にせん断破壊が生じている（写真 87）。なお、外観調査のみのため

高層階については確認できていない。 

  
写真 86 建物外観          写真 87 非構造壁のせん断破壊 
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・集合住宅 C6（SRC 造 10 階建て、1996 年竣工、応急危険度判定結果 要注意） 

1996 年に建設された 10 階建ての SRC 造板状集合住宅である（写真 88）。低層階から最上階に

いたるまで玄関ドア回りの非構造壁にせん断破壊等の損傷が確認され、玄関ドアが変形している

ものも見られた（写真 89）。また、低層部の一部ではバルコニー側の方立て壁にもせん断ひび割

れが確認された。 

 

     
            写真 88 建物外観      写真 89 非構造壁のせん断破壊 

 

（３）学校建築物の被害概要調査（3 月 24 日調査分） 

下記 3 棟の学校建築物について被害の概要調査を行った。 

・建築物 D1（SRC 造 9 階建て） 

9 階建ての高層棟（SRC 造）と 2 階建ての低層棟（RC 造）で構成される建築物である（写真

90）。本建築物は、1978 年の宮城県沖地震を経験し、その後耐震補強が施されている。 

高層棟では妻側の連層耐力壁が 3 階床位置で曲げ破壊しており、3 階の側柱脚部には圧壊と主

筋の座屈が確認された（写真 91）。また、低層棟では、耐震壁にせん断ひび割れが確認された（写

真 92）。 

    

写真 90 建物外観      写真 91 高層棟 3F 側柱脚部の圧壊 
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 写真 92 低層棟 1Ｆ耐震壁のせん断ひび割れ 

 

・建築物 D2（8 階建て RC 造） 

 矩形の平面形状を有する 8 階建て RC 造建築物であり、妻側は並列する 2 つの連層耐力壁を境

界梁で接合する構造形式である（写真 93）。この、境界梁には中央部に近接して 2 つの開口が設

けられているが（写真 94）、その境界梁に低層階から高層階までせん断破壊もしくは付着割裂破

壊が生じている（写真 95）。 

    
写真 93 建物外観      写真 94 開口付き境界梁の損傷 

  
写真 95 開口付き境界梁の付着割裂破壊（上階）とせん断破壊（下階） 
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・建築物 D3（2 階建て RC 造） 

 矩形の平面形状を有する 2 階建て RC 造建物である（写真 96）。１階の柱にせん断破壊が確認

された（写真 97）。 

 

   
            写真 96 建物外観      写真 97 1F 柱のせん断破壊 

 

（３）まとめ（仙台市青葉区の被害概要） 

仙台市青葉区の市街地おいて、応急危険度判定で「危険（赤）」と判定された建築物とその周辺

の建築物を対象に被害の概要調査を行った。「危険（赤）」の判定の多くは外装材の落下危険に起

因するもので、構造躯体の損傷はほとんど見られなかった。周辺の建築物においては、ALC パネ

ルの脱落、タイルの剥落、RC 非構造部材のひび割れ、地盤変状などは多数確認された。青葉区

は震度 6 弱であるが、構造部材の被害は全体的に少なく、震度に対して被害の程度は大きくはな

いように感じられた。 

しかしながら、一部の建築物には、柱の圧壊や梁のせん断破壊などの重大な損傷が構造部材に

生じており、また、複数の集合住宅では玄関回りの非構造壁に大きな損傷が生じている。 
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４－４．仙台市若林区・宮城野区における建築物の被害概要調査 (3 月 26 日調査分) 
 

若林区では 3 月 23 日までに 828 棟の応急危険度判定が行われ、「危険（赤）」と判定された建

物は RC 造 39 棟（調査数 401）、S 造 80 棟（調査数 243）と非木造建物の被害が他地区に比べ高

かった。そこで、本調査では若林区を中心とした被害概要の調査を行った。 
 
（１）仙台市若林区・宮城野区における RC 造建物の被害概要 

（ａ） 若林区 

・E1 ビル（RC 造 3 階建て、応急危険度判定結果 要注意） 

L 字型平面を有する 3 階建て事務所ビル（セットバックがあり一部 2 階建て）であり（写真 98）、
3 階建て部分 1 階の内法長さの短い垂壁・腰壁付き短柱および非構造壁がせん断破壊していた（写

真 99）。1 階端部隅柱は袖壁付き柱となっており、曲げせん断ひび割れのみ確認された。また、1
階部分のガラス窓およびガラスブロックが破損していた。 

   
写真 98 建物外観     写真 99 腰壁付き短柱のせん断破壊 

 
・E2 ビル（RC 造 3 階建て（階段部分のみ PH）、応急危険度判定結果 危険） 

矩形平面を有する事務所ビルであり（写真 100）、桁行方向の 1 階 3 本の垂壁・腰壁付き短柱が

せん断破壊し、軸変形(主筋座屈・帯筋破断)している（写真 101）。損傷の少ない梁間構面は有開

口耐力壁となっており、これらの柱は建物の捩れ応答性状により大きな損傷を受けたと考えられ

る。また、壁主筋およびせん断補強筋ともに丸鋼を使用していた。 

   
写真 100 建物外観        写真 101 腰壁付き短柱の軸崩壊 
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・E3 ビル（RC 造 3F 建て、応急危険度判定結果 危険） 

矩形平面を有する事務所ビルであり（写真 102）、桁行方向 1 階 4 本の腰壁付き短柱のうち袖壁

が取り付く 1 本がせん断破壊している（写真 103）。その他の腰壁付き柱には曲げおよび曲げせん

断ひび割れが見られた。 

 

   
写真 102 建物外観      写真 103 袖壁付き短柱のせん断破壊 

 

・E4 ビル（S 造 3 階建て、エキスパンションジョイントにより RC 造 3F 建て建築物と接続、応

急危険度判定結果 危険） 

S 造 3 階建ての事務所ビルであり（写真 104）、外装材（ALC パネル）が損傷し、脱落の危険

性が生じている（写真 105）。エキスパンションジョイント部分にも損傷が見られた。隣接する

RC 造建築物では隅柱柱脚のかぶりコンクリートの剥落、非構造壁のせん断ひび割れが確認され

た。 

 

   
写真 104 建物外観    写真 105 外装材（ALC パネル）の損傷 

 

・E5 ビル（RC 造 2 階建て、1975 年頃竣工、応急危険度判定結果 危険） 

矩形平面を有する事務所ビルであり（写真 106）、梁間方向 3 本の長柱のうち建物内部の中央柱

のみがせん断破壊し、軸変形が生じ主筋が座屈している（写真 107）。中央柱に接続する梁部材に

は大きな梁せいやハンチが確認された。柱主筋およびせん断補強筋は丸鋼であった。なお、本建

築物は 1978 年宮城県沖地震の際には、特段の損傷はなかったとのことである。 
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写真 106 建物外観        写真 107 長柱のせん断破壊 

 

・E6 ビル（RC 造 2 階建て、応急危険度判定結果 危険） 

矩形平面を有する事務所ビルであり、1 階が完全層崩壊している（写真 108）。また、2 階柱も

せん断破壊して軸変形が生じ、主筋の座屈や帯筋の破断が確認された（写真 109）。柱主筋は異形

鋼棒であり、せん断補強筋は丸鋼であった。桁行方向の壁が面外方向に転倒している。 

   
        写真 108 建物外観  写真 109 腰壁付き短柱の軸崩壊 

 

・E7 ビル（RC 造 2 階建て、応急危険度判定結果 危険） 

矩形平面を有する事務所ビルであり（写真 110）、1 階の袖壁付き短柱がせん断破壊していた（写

真 111）。また、1 階の別の袖壁付き短柱では袖壁と柱部分に隙間が見られ、柱頭で曲げ破壊が生

じている（写真 112）。柱主筋およびせん断補強筋ともに丸鋼であった。 

       
写真 110 建物外観       写真 111 せん断破壊     写真 112 曲げ破壊 
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・ E8 ビル (RC 造 3 階建て、1974 年竣工、応急危険度判定 危険) 
矩形平面を有する事務所ビルであり、中間階（2 階）において部分層崩壊が生じ、建物が傾斜

している（写真 113）。写真 113 の左側の妻壁には 2 階にだけ開口があることから、そこに変形が

集中し、垂れ壁・腰壁が取り付き短柱となった柱がせん断破壊したものと考えられる（写真 114）。
また 2 階層崩壊の影響と思われるが、3 階の長柱にもせん断破壊が確認された（写真 115）。1 階

の柱梁に損傷は見られず、片側袖壁および非構造壁にせん断ひび割れが見られた。なお、柱主筋

は異形鋼棒であり、せん断補強筋は丸鋼であった。 

      
写真 113 建物外観  写真 114 2 階柱の破壊  写真 115 3 階柱の破壊 

 

（ｂ）宮城野区 

・E9 ビル (RC14 階建て、集合住宅 2 棟、1975 年竣工、応急危険度判定結果 要注意) 
矩形平面の集合住宅 2 棟がエキスパンションジョイントを介して L 字型に隣接する集合住宅で

あり（写真 116）、うち 1 棟は建物が沈下し全体傾斜している。構造物の傾斜角度は約 1/70(rad)
である（写真 117）。また、２棟とも全層にわたって非構造壁にせん断ひび割れが生じている（写

真 118）。一部では、ベランダ側の方立て壁にも損傷が生じている（写真 119）。柱主筋、せん断

補強筋ともに異形棒鋼である。非構造壁の縦横筋は丸鋼であるが、一部の非構造壁内には異形棒

鋼を用いた斜め開口補強筋が確認された。本建物は 1978 年の宮城県沖地震により、傾斜してい

ない建物棟の 1 階から 6 階部分にかけて非構造壁にせん断ひび割れが生じた。被災後に損傷した

非構造壁をはつり、新たにコンクリートを打ち直し、壁の厚さを少し増す補修が施されている。 

     
写真 116 建物外観    写真 117 屋上床の傾斜（パラペットの天端が 

遠方建築物の床の水平ラインから傾いている） 
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写真 118 玄関回りの非構造壁の損傷   写真 119 ベランダ側方立て壁の損傷 

 

・E10 ビル（RC 造 3 階建て、1985 年竣工） 

矩形平面の RC 造建築物 2 棟がエキスパンションジョイントを介して接続する事務所ビルであ

る（写真 120）。このうち 1 棟の桁行端部が沈下しており、エキスパンションジョイントに衝突の

痕跡、周辺コンクリートにひび割れが生じている（写真 121）。また、エキスパンションジョイン

ト近傍で窓ガラスに損傷が見られた（写真 120）。 

 

      
写真 120 建物外観（写真右端で隣棟と接続） 写真 121 エキスパンションジョイントの被害 

 

・E11 ビル (RC 造 3 階建て、2005 年竣工) 
RC 造建築物 2 棟を繋ぐ渡り廊下部分であり、両端部がエキスパンションジョイントで建築物

と切り離されているため、柱 4 本で構成される架構である。その２階にはせいの大きな梁と無開

口の壁があることから、ピロティ構造のような特徴を有している（写真 122）。各柱には、柱頭柱

脚で曲げ破壊が生じている（写真 123）。桁行方向の梁せいが直交方向の梁せいより大きく、柱頭

のコンクリート破壊領域が桁行方向梁の下面より高い位置まで進展している（写真 123）。柱主筋

およびせん断補強筋は異形鋼棒であった。 
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写真 122 建物外観      写真 123 柱頭での曲げ破壊 

 

（２）仙台市若林区・宮城野区における非構造部材の被害概要 

・外装材の被害 

ALC パネル等の外装材の落下等の被害が多数見られた（写真 124～130） 

      
写真 124 外装材の被害 1        写真 125 外装材の被害 2 

 

   
写真 126 外装材の被害 3        写真 127 外装材の被害 4 
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写真 128 外装材の被害 5    写真 129 外装材の被害 6     写真 130 外装材の被害 7 

 

・残留変形 

1 階に残留変形が見られる建築物があった（写真 131）。 

 
写真 131 建物の残留変形が生じた建築物 

 

・ブロック塀 

写真 132 は RC 造建築物の倒壊等の被害が生じている地域にあるブロック塀だが、無被害のも

のもあった。 

  
写真 132 無被害のブロック塀 
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・ガラス等の被害 

ガラスブロックや窓ガラスの割れが多数見られた（写真 133, 134）。 

     
写真 133 ガラスブロックの破損      写真 134 窓ガラスの破損 

 

・天井の落下 

ガソリンスタンドで天井全面が落下したものがあった（写真 135）。照明は屋根面ではなく天井

下地に設置されていたようである。類似の天井・照明で被害がない例を写真 136 に示す。 

     
写真 135 天井が全面落下したガソリンスタンド    写真 136 無被害の類似天井 

 

・軒天の被害 

エキスパンションジョイント部分の変形に追従できず脱落したと考えられる軒天の被害が見ら

れた（写真 137）。 

 
写真 137 軒天の落下 



32 
 

（３）K-NET 仙台 観測点 

K-NET 仙台の地震計は、仙台市宮城野消防署の駐車場内に設置されている（写真 138）。周辺

には段差や斜面はなく、地震計は平坦な場所にあるが、駐車場や地震計周辺には亀裂が見られ、

液状化による噴砂の跡のようなものがあった（写真 139）。一部の建物では仕上げの軽微な損傷が

あったが、周辺の大多数の建物には特に被害は見られなかった（写真 140）。 

 

   
写真 138 K-NET 仙台観測点       写真 139 地盤の変状の跡 

 
写真 140  K-NET 仙台周辺の建物 

 

（４）まとめ (仙台市若林区・宮城野区の被害概要) 
仙台市若林区・宮城野区の非木造（RC 造、鉄骨造）の建築物および非構造部材を中心に調査

した結果、若林地区卸町周辺では低層 RC 造建築物に構造的な被害が見られ、特に垂壁・腰壁付

き短柱のせん断破壊に起因する被害が多かった。また、鉄骨造建築物の外装材被害も顕著であっ

た。今回甚大な被害を受けた建築物には、1978 年の宮城県沖地震以前に建設されたものが多く含

まれていた。また、本地域での建物被害は仙台市街中心地（青葉区）より大きい。この地域は、

以前は田んぼであったことが確認されたが、このような地盤条件の違いも被害の程度に影響する

一つの要因と推測される。一方、宮城野区でも構造物の傾斜を伴う被害が見られたほか、K-NET
周辺での液状化現象など地盤性状に起因する地震被害が見られた。 
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【問い合わせ先：国総研基準認証システム研究室長 深井、電話 029－864－4387】 

【問い合わせ先：建築研究所構造研究グループ上席研究員 福山、電話 029－864－6647】 

 



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /Unknown

  /Description <<
    /FRA <>
    /ENU (Use these settings to create PDF documents with higher image resolution for improved printing quality. The PDF documents can be opened with Acrobat and Reader 5.0 and later.)
    /JPN <FEFF3053306e8a2d5b9a306f30019ad889e350cf5ea6753b50cf3092542b308000200050004400460020658766f830924f5c62103059308b3068304d306b4f7f75283057307e30593002537052376642306e753b8cea3092670059279650306b4fdd306430533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103057305f00200050004400460020658766f8306f0020004100630072006f0062006100740020304a30883073002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d30678868793a3067304d307e30593002>
    /DEU <>
    /PTB <>
    /DAN <>
    /NLD <>
    /ESP <>
    /SUO <>
    /ITA <>
    /NOR <>
    /SVE <>
    /KOR <FEFFd5a5c0c1b41c0020c778c1c40020d488c9c8c7440020c5bbae300020c704d5740020ace0d574c0c1b3c4c7580020c774bbf8c9c0b97c0020c0acc6a9d558c5ec00200050004400460020bb38c11cb97c0020b9ccb4e4b824ba740020c7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c2edc2dcc624002e0020c7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b9ccb4e000200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe7f6e521b5efa76840020005000440046002065876863ff0c5c065305542b66f49ad8768456fe50cf52068fa87387ff0c4ee563d09ad8625353708d2891cf30028be5002000500044004600206587686353ef4ee54f7f752800200020004100630072006f00620061007400204e0e002000520065006100640065007200200035002e00300020548c66f49ad87248672c62535f003002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d5b9a5efa7acb76840020005000440046002065874ef65305542b8f039ad876845f7150cf89e367905ea6ff0c4fbf65bc63d066075217537054c18cea3002005000440046002065874ef653ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000520065006100640065007200200035002e0030002053ca66f465b07248672c4f86958b555f3002>
  >>
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


